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出光興産株式会社
 

株式会社ジャパンエナジー

中京地区における連携強化について

1. 出光興産株式会社（本社：東京都千代田区丸の内三丁目、社長：天坊昭彦、以下「出光興産」）と株式会社ジャパンエナジ

ー（本社：東京都港区虎ノ門二丁目、社長：松下功夫、以下「Jエナジー」）は、今般、各々の競争力を高めるため、中京地

区における両社製油所の連携強化に向けて、具体的な検討を開始することといたしました。

2. 中京地区における両社製油所（出光興産：愛知製油所、Jエナジー：知多製油所）は、近隣関係にあることから、従来より

両社共同出資の伊勢湾シーバース株式会社（本社：愛知県知多市、社長：古川重俊）を通じて、原油受入設備を共有化し

ております。

3. しかしながら、将来の石油製品需要構造の変化等を踏まえ、厳しさを増す市場環境の中で勝ち残っていくためには、両製

油所間の連携強化が不可欠と判断し、製品・半製品の融通拡大、遊休製品タンク等の有効利用および定期修理時の相

互協力等について、検討を行うことといたしました。

4. 今後、両社は、連携強化に向けた具体的検討のための委員会を設け、鋭意検討を進めてまいります。また、両社の競争

力強化につながる案件は中京地区に限定することなく適宜検討してまいります。

【参考資料】

中京地区の両社製油所の概要（PDF:144KB）
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